
～ 景観保全の第 1歩 ～ 
 浜中町と NPO法人霧多布湿原トラストの間で、共同で環境を保全するため、初の協定が結ばれま
した。この協定は、未来の子供に環境保全を「約束」するというユニークなものです。場所は、町の

自然環境保全用地（榊町 551番地の湿原）で、当時この土地には、昆布を運ぶための馬が飼われてい
ました。この景観を保全するため、今回はその第 1歩として、傾いた牧柵を修復しました。作業には、
NPO 法人霧多布湿原トラストと町の職員のほか、トラストの支援企業であるタカナシ乳業、ハーゲ
ンダッツジャパンの社員が参加し、合計約 50人となりました。 
 今後も町では、トラストや支援企業と連携を取り、環境教育の場として利用したりするなど、湿原

の保全活動に勤めたいと考えています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 


